


第 5回　2月 11 日（土）11：00～13：00
あすと長町仮設住宅

14 名（子ども 6名、高齢者 6名、若い母親 2名）

１．紙芝居
　　おさんぎつね
２．お手玉まわし
　　わらべうたを歌いながら
３．昔あそび
　　仮設住宅に住んでいる高齢者の指導でお手玉遊び
４．三味線で遊ぶ
牛乳パックで作った三味線で、津軽三味線の曲に合わせて三味線（弦はタコ
糸使用）を弾くそぶりに、子どもたちは大喜び

５．鬼のパンツ
　　鬼のパンツは何度やっても人気の踊り

・今日は１歳児を連れた若い母親（夫はオーストラリア出身）が来て、子どもも
みんなの中に入って大喜び。最後まで楽しんでくれた。

・今回が最後になることを話したら、子どもも高齢者も大変がっかりした様子。
またご縁があったらお会いしようと別れた。

・あっという間の５か月間、はじめは手探りの状態で始めた支援活動であったが、
２～３回と実施を重ねているうちに、子どもたちや高齢者との絆も深まり、機
会があったら訪ねてみたいものとメンバー一同の思いを胸に、５階の訪問支援
活動を無事終了した。

・５回目が 2 月 11 日（土）10 時～ 12 時までの予定で会場予約していたが、３日
前に急に区役所から 11 時からに変更してほしいと依頼があり、時間を遅らせて
開始したが、当日、集会所に行きその意味がはじめてわかった。

・私たちが集会所に着いたら、着物を着た若いカップルと父親らしい人が会場か
ら出てきてテレビの取材に応じていた。何があっ
たんだろうと思ったところ、「父親の住んでいる
仮設住宅から嫁に行きたい」という花嫁の希望を
聞いた仮設住宅運営委員会が、集会所を利用して、
晴れの門出にお骨折りをしてくれたことがわか
り、私たちのこの門出に一役買ったのだと思うと、
晴れ晴れした気持ちになった。
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